
注：多発の推移は過去10年で月半旬捕獲頭数が多かった年次のデータを示した
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図１ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（伊達市保原町：イチゴ）

平年

2022年

2016年(多発

年)

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

誘
殺
数
（頭
／
半
旬
）

半旬

図５ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（会津若松市北会津：イチゴ）

平年

2022年

2020年(多発年)

0

20

40

60

80

100

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

誘
殺
数
（頭
／
半
旬
）

半旬

図２ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（須賀川市雨田：キュウリ）

注）平年12～15は須賀川市大森田、16～17は須賀川市狸森
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図６ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（相馬市南飯渕：イチゴ）

注）平年12～19は相馬市和田
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図３ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（中島村：キュウリ）

注）平年12～15は鏡石町、16は泉崎村
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図４ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（棚倉町：イチゴ）
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図７ フェロモントラップによるハスモンヨトウ誘殺状況

（いわき市平菅波：イチゴ）

注）平年13～17はいわき市下大越

平均(2013～2021)
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